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新潟の魅力を全国に！ 

～新潟県の地域密着型ＮＦＴマーケット「ＮｉｉＦＴ」～ 
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新潟ならではの独自の魅力、新潟ならではの宝物はたくさんあります。その新潟の魅力をＮＦＴコンテンツ

として届けるＮＦＴマーケットプレイス「ＮｉｉＦＴ」。どんなものなのか早速お話を伺ってきました！ 

 

新しいふるさと納税の形 

佐藤(久) ＮＦＴマーケットプレイスということですが、「ＮｉｉＦＴ」とはどういったものな

のでしょうか？ 

佐藤(傑) 新潟県地域密着型のＮＦＴ化されたデジタルコンテンツを取引できるＮＦＴマーケ

ットプレイスです。と言っても言葉の意味が分からない方が多いと思います。ＮＦＴというの

は、唯一性の証明書が付いたデジタルデータであり、替えが効かないものと理解してもらえば

良いと思います。つまり、新潟県のデザイナーなどのクリエイターが作成したデジタル作品を

ＮＦＴ作品にして、販売やふるさと納税の返礼品として皆さんの手に届ける仕組みです。新潟

県の魅力をデジタルコンテンツにして、記念切手みたいなイメージで販売していると思って

もらえればいいです。 

 
佐藤(久) 「ＮｉｉＦＴ」を始めるきっかけは何だったんですか？ 

佐藤(傑) 始めるきっかけは、新潟県から新潟県内のＩＴ企業にＮＦＴを活用したふるさと納

税を推進してほしいとの相談を受けたことですね。しかしながら、実際に始めるに当たっては、

県より市町村単位の取組の方が独自色を出しやすいので、市町村単位で提案することが重要

と考え、新潟市の中心である「にいがた２km」を対象に始めました。また、内容面では、ふる
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さと納税のサイトは、特に年末年始の閲覧数が

多いので、そこに掲載されることで新潟県外の

人に見てもらうことができるので、新潟の魅力

の発信に非常に適していると思いました。具体

的には、新潟の魅力をデジタルアーツみたいに

見える化してふるさと納税のサイトに掲載さ

れ、紹介文も含めて見ていただくことで、新潟

の魅力を全国に伝えられるということです。 

佐藤(久) 全国に新潟の魅力を届ける取組という

ことですね。コンテンツも他県に比べると非常

にリーズナブルですよね。このコンテンツに

は、販売とふるさと納税版とありますが、どっ

ちが多く出ていますか？ 

佐藤(傑) ふるさと納税版がほとんどです。今は

寄付の概念が非常に大事になっていると感じています。 

佐藤(久) ふるさと納税版が主なんですね。最近は若者の間で寄付も含めて社会貢献に対する

関心が非常に高いとも聞きますよね。 

 

地域のお祭りやイベントの味方 

佐藤(久) 「ＮｉｉＦＴ」について、今後こんなことがやりたいというような構想はあります

か。 

佐藤(傑) 実は新たにＮＦＴクラウドファンディングを始めたいなと思っていて、準備を進め

ています。ＮＦＴクラウドファンディングというのは、クラウドファンディングの返礼品と

してＮＦＴを活用するというものです。従来のクラウドファンディングは、支援者は返礼品

を受け取る他に利益を得る方法はないし、受け取った返礼品を売却しても利益を得ることは

難しいのですが、希少性、唯一無二性、独占性をもつＮＦＴを返礼品にすることで、優先感

やプロジェクトのメンバーであるという特別感やロイヤルティを喚起することができます。

一緒にプロジェクトを作っていくという気持ちが味わえるとも言えると思います。また、プ

ロジェクトの成長と共に価格の上昇が期待でき、ＮＦＴを売却することで、支援者は利益を

得られる可能性があります。 

佐藤(久) どうしてＮＦＴクラウドファンデ 

ィングを始めようと思ったのですか？ 

佐藤(傑) 新潟には、情熱はあるけど資金が 

ないという人がたくさん居ると感じていた 

ので、ＮＦＴクラウドファンディングとい 

うものはちょうどいい仕組みかなと思った 

ことですね。 

佐藤(久) ＮＦＴクラウドファンディングに 

 期待する声も聞こえていたのですか？ 

佐藤(傑) はい。地域のお祭りを継続したい 

ＮｉｉＦＴオープン記念ＮＦＴのイメージ 

にいがた 2km 
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とか、アニメーションやデザインの専門学

校生や卒業生などの若いクリエイターが作

品を発表する機会がないという声は時々耳

にしていました。「ＮｉｉＦＴ」のＮＦＴ

クラウドファンディングというのは簡単に

言うと熱い思いを持った事業計画をクリエ

イターがデジタルアートで見える化して、

それをＮＦＴにして、世界中の皆様から仮

想通貨という形で資金を集めましょうとい

うものです。例えばこのＮＦＴを持ってい

ると何か特典があるよとか、アート作品と

してコレクションアイテムとしても活用できるし、プロジェクトメンバーというロイヤルテ

ィもある。さらには２次販売やギフトにも活用できる。また、プロジェクトが盛り上がって

くれば、このＮＦＴに付加価値も付いてくるという投資的な価値もあるので、資金も集まり

やすいかなと思っています。 

佐藤(久) クラウドファンディングというとプロジェクトの応援という意味合いが強いよう

に感じますが、ＮＦＴで投資的価値も入ってくると資金も集まりやすいかなと感じますね。 

佐藤(傑) 地域の花火やちょっとしたイベントとかスタートアップの資金調達に丁度良いと

思っています。大きな金額を集めるのは難しいと思いますが、二、三百万円くらいの規模で

あれば集まり易いと考えています。ここで上手く資金を確保してイベントや創業が成功して

くれたらいいなと思います。ＮＦＴクラウドファンディングを活用してアニメーションを手

掛けている若い人たちが１発当ててくれればうれしいですね。 

佐藤(久)  二、三百万円あれば地域のお祭りやちょっとしたイベントには十分ですよね。早め

に始まるのを期待しています。 

 

新潟を盛り上げたい 

佐藤(久)  今、ＮＦＴクラウドファンディングを始めたいという話もありましたが、実施に

「ＮｉｉＦＴ」を始めて９か月くらいの今の課題は何ですか？ 

佐藤(傑) やっぱり新潟県内の自治体との連携だと思います。スタートは「にいがた２km」か

らでしたが、新潟市だけでなく広く県内全域の魅力をデジタル化して発信していくことが大

事だと思っています。先ほども

言いましたが、ふるさと納税の

サイトに掲載するだけでもか

なり宣伝効果があると思って

いるので、県内各市町村のコン

テンツを載せていきたいです

ね。もちろん、市町村に限らず

県内で活動するクリエイター

の作品も充実していければよ

り良いなと思います。 

ＮＩＺＡ 佐藤代表取締役 

「ＮｉｉＦＴ」のコンセプト 
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佐藤(久)  ここまでお話を聞いて新潟県の魅力発信に対しての熱意がすごいなと感じたのです

が、「ＮｉｉＦＴ」の将来像というか、夢とか思いを教えてもらえますか。 

佐藤(傑) 将来像というか今考えているのは、ＮＦＴクラウドファンディングの次にＮＦＴオ

ークションもやりたなと考えています。「ＮｉｉＦＴ」で入手したＮＦＴを「ＮｉｉＦＴ」で

販売できる環境を整えられたらと思っています。それから、やっぱりＮＦＴを活用して新潟を

盛り上げたいということですね。東京をマーケットとしたサービスは東京だけにしか通用し

ないですが、地方都市をマーケットにしたサービスをつなげることで世界に通用すると思っ

ています。「ＮｉｉＦＴ」の仕組みは同じような課題を抱える県に展開できると思っていて、

一つ一つの県で見ると小さなものであっても、新潟と地方同士をつなげていく。つなげてマー

ケットにしていくことで国内だけでなく世界にもつなげていけるんじゃないかと思っていま

す。 

佐藤(久) 新潟から世界にと聞くと夢が広がりますね。今日はこんなにいろいろなお話を聞け

ると思いませんでした。ありがとうございました。 
 

令和６年９月４日インタビュー 
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